
巡回支援指導事業について
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2.巡回支援指導員配置の効果

②保育施設との信頼関係の構築
～保育施設に寄り添い、良好な関係を構築築～

保育施設の中には、自治体からの立入調査や監査に警戒感を示す施設があるが、巡回支援指
導という施設に寄り添った“支援”によって、自治体からの指導や助言が保育施設側に受け入れ
てもらいやすくなっている事例がある。

ポイント
➢ 監査である立入調査と支援である巡回支援指導を切り離すことで、保育施設が安心
して相談でき、事故防止や保育内容の改善等に向けた指導が浸透しやすくなる

➢ 認可保育園長経験者など保育の専門家である巡回支援指導員を配置することで、保
育施設側の悩みに具体的な助言が可能になり、自治体が保育施設から頼ってもらえ
る存在に

➢ 毎年巡回支援指導を行うことで、巡回支援指導員と保育施設の間に信頼関係が生ま
れる
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監査とは切り離した"支援"の位置づけにより保育施設側の抵抗感を軽減

巡回支援指導については、保育施設の監査業務とは一切切り離し、あくまで
も保育施設に寄り添った"支援"と位置付けている。かつては、巡回支援指導を
実施したい旨を保育施設に連絡すると、監査ではないかと警戒され断られるこ
ともあったが、監査とは切り離された"支援"であると丁寧に説明することで、
施設側に受け入れてもらいやすくなり、事故防止や保育内容の改善等に向けた
指導が浸透しやすくなるというメリットがある。巡回支援指導員は、主に安全
面の指導・アドバイスを実施している。
また、認可外保育施設は他施設との連携や繋がりがない施設も多く、巡回支

援指導は各保育施設が困っていることを相談できる場にもなっており、好評で
ある。
具体的には、保育施設から「巡回支援指導員に施設の不安を聞いてもらって

よかった」、「重大事故が発生しやすい場面、事故防止に対しての指導が参考
になった」、「改善方法について具体的に実例をあげて教えていただけた」な
どという声をもらっている。
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認可保育園長経験者の巡回支援指導員を配置

認可保育園長経験者から巡回支援指導員を選任することで、一般職員に不足
しがちな経験や知見を補い、保育施設に対して適切な判断・指導・助言ができ
るようになる。
また保育施設側にも巡回支援指導員が認可保育園長経験者であると伝えるこ

とで、保育施設からの信頼を得やすくなり、指導や助言を施設側に受け入れて
もらいやすくなる。
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